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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
漢
字
の
成
り
立
ち
の
説
明
に
合
う
も
の
を
、あ
と
の
ア
～
エ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

意
味
を
表
す
字
と
、
音
を
表
す
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
。

⑵

形
の
な
い
事
柄
を
、
印
や
記
号
で
表
す
。

⑶

物
の
形
を
か
た
ど
っ
て
作
る
。

⑷

す
で
に
あ
る
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
意
味
を
表
す
。

ア

象
形　
　

イ　
指
事

ウ

会
意　
　
エ　
形
声

⑴

⑵

⑶

⑷

次
の
漢
字
の
、音
を
表
す
部
分
と
、意
味
を
表
す
部
分
を
答
え
な
さ

い
。

⑴

清

⑵　

効

⑴

音
を
表
す
部
分

意
味
を
表
す
部
分

⑵

音
を
表
す
部
分

意
味
を
表
す
部
分

❶❷

次
の
漢
字
の
部
首
の
部
分
を
書
き
、
そ
の
部
首
名
と
し
て
適
切
な

も
の
を
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

空　
　

⑵　

刻　
　

⑶　

慣　
　

⑷　

盛

ア
り
っ
と
う

イ

さ
ら

ウ
あ
な
か
ん
む
り　
　
エ　
り
っ
し
ん
べ
ん

⑴

部
首
の
部
分

部
首
名

⑵

部
首
の
部
分

部
首
名

⑶

部
首
の
部
分

部
首
名

⑷

部
首
の
部
分

部
首
名

❸

➡
解
答
は
別
冊
2
ペ
ー
ジ

多
く
の
漢
字
の
成
り
立
ち
は
、
形
声
。意
味
を
表

す
部
分
+
音（
読
み
方
）
を
表
す
部
分
に
注
意
し

て
覚
え
よ
う
！

漢
字
の
読
み
方
と
同

じ
読
み
の
部
分
が
、「
音

を
表
す
部
分
」
だ
よ
。

部
首
名
に
使
わ
れ
て
い

る
言
葉
に
注
目
す
る
と
、

ど
の
漢
字
の
部
首
な
の

か
が
わ
か
る
よ
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
漢
字
を
、
例
に
な
ら
っ
て
正
し
い
書
き
順
で
一
画
ず
つ
加
え
て

に
書
き
な
さ
い
。

例⑴

右
⑵

冊
⑶

示
漢
字
の﹁
城
﹂を
書
く
と
き
、黒
い
部
分
は
何
画
目
に
な
り
ま
す
か
。

漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

画
目

❶❷

﹁
鳥
﹂を
二
種
類
の
書
体
で
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
体
の
名

前
を
あ
と
の
ア・イ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

⑵

ア

行
書　
　

イ　
楷
書

⑴

⑵

次
の
行
書
の
漢
字
を
楷
書
で
書
い
た
場
合
の
総
画
数
を
、
そ
れ
ぞ

れ
漢
数
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

⑴　

　

⑵⑴　
　
　
　
　

画　

⑵

画

❸

　
　
　
　

⑵

❹
民

　関

民

関

民
　
関

民

関

民

関

民
　
関

➡
解
答
は
別
冊
2
ペ
ー
ジ

漢
字
の
書
き
順
の
大
原
則
は
、上
か
ら
下
へ
、左

か
ら
右
へ
だ
よ
。

は
三
画
、

も
三
画
。
部
首

は
間
違
え
や
す
い
画
数
に
注
意
！

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の

書
き
順
が
、
ど
の
原
則

に
あ
て
は
ま
る
の
か
を

考
え
よ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
熟
語
の
読
み
方
の
種
類
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、あ
と
の
ア
～

エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

時
間　
　

⑵　

大
雪

⑶

身
分　
　

⑷　

台
所

ア

音
音
読
み　
　

イ　
音
訓
読
み（
重
箱
読
み
）

ウ

訓
訓
読
み　
　
エ　
訓
音
読
み（
湯
桶
読
み
）

⑴

⑵

⑶

⑷

次
の
熟
語
と
読
み
方
の
種
類
が
同
じ
も
の
を
、あ
と
の
ア
～
エ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

仕
事　
　

⑵　

場
所

⑶

建
物　
　

⑷　

社
会

ア

役
目　
　

イ

健
康　
　

ウ

指
輪　
　
エ
消
印

⑴

⑵

⑶

⑷

❶❷

﹁
人
気
﹂と
い
う
熟
語
に
は
、﹁
に
ん
き
﹂と﹁
ひ
と
け
﹂の
二
種
類
の

読
み
方
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
で
す
か
。次

の
ア・イ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。　

ア

人
の
い
る
気
配
や
様
子
。

イ

世
間
の
人
々
か
ら
の
評
判
。

に
ん
き　
　
　
　

ひ
と
け

次
の
、特
別
な
読
み
方
を
す
る
熟
語（
熟
字
訓
）の
読
み
を
そ
れ
ぞ

れ
答
え
な
さ
い
。

⑴

大
人　
　

⑵　

七
夕

⑶

果
物　
　

⑷　

眼
鏡

⑴

　

⑵

⑶

　

⑷

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
2
ペ
ー
ジ

熟
語
の
読
み
方
は
、「
重
箱
読
み
」
と
「
湯
桶
読

み
」の
も
の
に
注
意
し
て
覚
え
て
お
こ
う
。

訓
読
み
は
、
聞
い
た
だ

け
で
意
味
が
わ
か
る
言

葉
が
多
い
ね
。
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13

１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
│
│
線
部
を
漢
字
で
表
し
た
と
き
に
適
切
な
も
の
を
、
あ
と

の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

文
化
祭
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、ク
ラ
ス
で
決
を
と
る
。

ア

執　
　

イ

取　
　

ウ

採

次
の
│
│
線
部
の
読
み
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
を
、ア・イ
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

部
屋
の
窓
を
い
っ
ぱ
い
に
あ
（
ア
空

イ
開
）け
る
。

⑵　

彼か
れ

は
立
派
に
議
長
を
つ
と
（
ア
務

イ
努
）め
た
。

⑶

雨
が
や
ん
で
日
が
さ
（
ア
指

イ
差
）し
て
き
た
。

⑷

部
活
へ
の
参
加
を
す
す（
ア
薦

イ
勧
）め
る
。

⑴

⑵

⑶

⑷

❶❷

次
の
│
│
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
表
し
た
と
き
に
適
切
な
も

の
を
、あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

中
学
校
の
体
育
館
を
、
地
域
の
住
民
に
カ
イ
ホ
ウ
す
る
。

ア

開
放　
　

イ

解
放　
　

ウ

快
方

次
の
│
│
線
部
Ａ
～
Ｃ
を
漢
字
に
直
し
た
と
き
の
組
み
合
わ
せ
と

し
て
適
切
な
も
の
を
、あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

　

友
人
と
美
術
館
で
絵
画
をＡ
カ
ン
シ
ョ
ウ
し
、
あ
る
絵
を
前
にＢ
カ
ン
シ

ョ
ウ
的
な
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
る
と
、
友
人
が
得
意
気
に
説
明
を
始
め
、

案
内
ま
で
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
自
分
の
行
動
にＣ
カ
ン
シ
ョ
ウ
さ
れ
た

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

ア
Ａ
鑑
賞　

Ｂ
干
渉　

Ｃ
感
傷

イ
Ａ
観
賞　

Ｂ
鑑
賞　

Ｃ
干
渉

ウ
Ａ
鑑
賞　

Ｂ
感
傷　

Ｃ
干
渉

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
2
ペ
ー
ジ

同
訓
異
字
や
同
音
異
義
語
は
、
意
味
も
合
わ
せ

て
覚
え
る
こ
と
！　

文
意
に
あ
て
は
ま
る
よ
う

に
使
い
分
け
よ
う
。

とってもやさしい 中学国語  © Obunsha Co., Ltd. 2025



１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
熟
語
の
組
み
立
て
を
あ
と
の
ア
～
キ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記

号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

腹
痛　
　

⑵　

有
無　
　

⑶　

親
友　
　

⑷　

平
然

⑸

永
久　
　

⑹　

非
常　
　

⑺　

着
席

ア

似
た
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の
。

イ

反
対
の
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の
。

ウ

上
下
が
主
語
と
述
語
の
関
係
の
も
の
。

エ
上
の
字
が
下
の
字
を
修
飾
し
て
い
る
も
の
。

オ

下
の
字
が
上
の
字
の
目
的
語
と
な
る
も
の
。

カ

上
に
打
ち
消
し
の
漢
字
「
不
・
無
・
非
・
未
」
が
つ
く
も
の
。

キ

下
に
性
質
や
状
態
を
表
す
漢
字
「
性
・
的
・
化
・
然
」
な
ど
が
つ
く

も
の
。⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

❶

﹁
難
事
件
﹂と
同
じ
組
み
立
て
の
三
字
熟
語
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
一

つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

松
竹
梅

イ

銀
世
界

ウ

芸
術
的

﹁
自
由
自
在
﹂と
同
じ
組
み
立
て
の
四
字
熟
語
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら

一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
一
長
一
短

イ

多
種
多
様

ウ

道
路
工
事

❷❸

➡
解
答
は
別
冊
3
ペ
ー
ジ

熟
語
の
組
み
立
て
は
「
作
文
（
作
る
←
文
を
）」

「
曲
線
（
曲
が
っ
た
→
線
）」
の
よ
う
に
、
文
に
し

た
り
、訓
読
み
に
変
え
た
り
し
て
考
え
よ
う
。

とってもやさしい 中学国語  © Obunsha Co., Ltd. 202517



１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
意
味
を
表
す
四
字
熟
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ア

～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

非
常
に
短
い
時
間
の
こ
と
。

⑵
一
つ
一
つ
様
子
が
異
な
り
、
違
い
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
。

⑶

自
在
に
行
動
し
て
所
在
が
つ
か
め
な
い
こ
と
。

⑷

た
え
ま
な
く
進
歩
す
る
こ
と
。

ア

電
光
石
火　
　

イ　
日
進
月
歩

ウ

神
出
鬼
没　
　
エ　
千
差
万
別

⑴

⑵

⑶

⑷

次
の
漢
字
の
中
か
ら
四
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
、﹁
気
持
ち
を
新
た
に

す
る
こ
と
﹂と
い
う
意
味
を
表
す
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　

新　
　

一　
　

期　
　

心

　

気　
　

展　
　

機　
　

転

❶❷

次
の
意
味
を
表
す
四
字
熟
語
に
な
る
よ
う
に
、
に
あ
て
は
ま
る

漢
数
字
を
書
き
な
さ
い
。

⑴

意
味

よ
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
。

進

退

⑵

意
味

苦
し
み
、
転
げ
回
る
こ
と
。

転

倒

⑶

意
味

値
段
が
非
常
に
安
い
こ
と
。

束

文

❸

➡
解
答
は
別
冊
3
ペ
ー
ジ

間
違
え
や
す
い
四
字
熟
語
は
、「
危
機
一
髪ぱ

つ
（
╳
発
）

…
髪か

み

一
本
ほ
ど
の
わ
ず
か
な
差
で
危
険
に
陥お

ち
い

り
そ

う
な
状
態
」の
よ
う
に
意
味
に
注
意
し
て
覚
え
よ

う
。
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21

１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
熟
語
の
類
義
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
の
ア
～
カ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

納
得　
　

⑵　

突
然　
　

⑶　

感
心

⑷

意
外　
　

⑸　

手
段　
　

⑹　

志
望

ア

案
外　
　

イ　
不
意　
　

ウ　
志
願

エ
了
解　
　

オ　
方
法　
　

カ　
敬
服

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

次
の
│
│
線
部
の
類
義
語
を
、
例
に
な
ら
っ
て（　
）
内
の
カ
タ
カ

ナ
の
読
み
を
参
考
に
し
て
書
き
な
さ
い
。

例

欠
点
が
な
い
。（
タ
ン
シ
ョ
）
→
短
所

⑴

用
意
が
で
き
る
。（
ジ
ュ
ン
ビ
）

⑵

未
来
の
話
。（
シ
ョ
ウ
ラ
イ
）

⑴

⑵

❶❷

次
の
熟
語
の
対
義
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
の
ア
～
カ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

権
利　
　

⑵　

具
体　
　

⑶　

客
観

⑷

軽
率　
　

⑸　

延
長　
　

⑹　

損
失

ア

短
縮　
　

イ　
主
観　
　

ウ　
抽
象

エ
慎
重　
　

オ　
義
務　
　

カ　
利
益

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

❸

➡
解
答
は
別
冊
4
ペ
ー
ジ

二
字
と
も
違
う
対
義
語
は
、ひ
と
ま
と
ま
り
で
覚

え
て
お
こ
う
。
ほ
か
に
も「
理
想
↑↓
現
実
」「
需じ

ゅ

要よ
う

↑↓
供
給
」
な
ど
が
あ
る
ね
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

﹁
音
を
上
げ
る
﹂の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら

一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
う
れ
し
く
て
大
声
を
出
す
。

イ

耐
え
切
れ
ず
に
降
参
す
る
。

ウ

成
功
し
て
評
判
を
上
げ
る
。

　
　

﹁
気
心
が
知
れ
る
﹂と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
慣
用
句
と
し
て
適
切
な
も

の
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

気
が
置
け
な
い

イ

気
が
気
で
な
い

ウ

気
を
持
た
せ
る

❶❷

次
の
慣
用
句
を
含ふ

く

む
文
の
□
に
あ
て
は
ま
る
、体
の
一
部
を
表
す
言

葉
を
漢
字
一
字
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

決
勝
戦
は
、□
に
汗
を
握
る
試
合
だ
っ
た
。

⑵

ど
う
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
ず
に
□
を
抱
え
る
。

⑶

親
た
ち
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
□
を
細
め
て
い
る
。

⑷
一
日
中
歩
き
続
け
て
、□
が
棒
に
な
る
。

⑸

友
人
の
名
前
を
間
違
え
て
、□
か
ら
火
が
出
る
思
い
を
し
た
。

⑹

あ
の
評
論
家
は
、□
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
が
人
気
だ
。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

❸

➡
解
答
は
別
冊
4
ペ
ー
ジ

体
の
一
部
を
表
す
言
葉
を
使
っ
た
慣
用
句
「
目
を

細
め
る
」
な
ど
は
、
言
葉
そ
の
ま
ま
の
様
子
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
意
味
を
と
ら
え
や
す
い
。
整
理
し

て
覚
え
よ
う
！
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
こ
と
わ
ざ
の
□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、漢
字
一
字
で
書
き
な

さ
い
。

⑴

□
の
上
に
も
三
年

⑵

□
降
っ
て
地
固
ま
る

⑶

立
て
板
に
□

⑴

⑵

⑶

﹁
杞
憂
﹂と
い
う
言
葉
は
、﹁
中
国
の
杞き

の
国
の
人
が
、
天
が
落
ち
て

こ
な
い
か
と
心
配
で
寝ね

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
﹂と
い
う
故
事
か

ら
で
き
ま
し
た
。こ
の
故
事
か
ら
わ
か
る
杞
憂
の
意
味
を
次
の
ア
～

ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
。

イ

余
計
な
も
の
。

ウ

取
り
越
し
苦
労
。

❶❷

次
の
こ
と
わ
ざ・故
事
成
語
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
の

ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

馬
の
耳
に
念
仏

⑵

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵

⑶

五
十
歩
百
歩

⑷

守
株

⑸

情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず

ア

似
た
り
寄
っ
た
り
で
、あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
こ
と
。

イ
い
く
ら
意
見
し
て
も
、ま
っ
た
く
効
き
目
の
な
い
こ
と
。

ウ

古
い
習
慣
に
こ
だ
わ
っ
て
進
歩
の
な
い
こ
と
。

エ
一
人
で
考
え
る
よ
り
、
大
勢
で
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
。

オ

人
に
情
け
を
か
け
て
お
け
ば
、い
つ
か
は
自
分
の
た
め
に
な
る
。

⑴

⑵

⑶

⑷　
　
　
　

⑸

❸

➡
解
答
は
別
冊
4
ペ
ー
ジ

「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
は
意
味
を
間
違
え

や
す
い
。「
馬
子
に
も
衣
装
」
は
漢
字
も
間
違
え

や
す
い
の
で
注
意
し
よ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

﹁
赤
い
花
が
い
っ
せ
い
に
開
い
た
。﹂を
文
節
に
区
切
る
と
ど
う
な
り

ま
す
か
。
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア

赤
い
／
花
が
／
い
っ
せ
い
に
／
開
い
た
。

イ

赤
い
花
が
／
い
っ
せ
い
に
／
開
い
た
。

ウ

赤
い
／
花
が
／
い
っ
せ
い
／
に
／
開
い
た
。

次
の
文
を
、
例
に
な
ら
っ
て
文
節
に
区
切
り
な
さ
い
。

例

今　

日　

は
／
風　

が
／
強　
い
。

⑴

広　

場　

に　

人　

が　

た　

く　

さ　

ん　
い　

る
。

⑵

星　

が　

と　

て　

も　

き　

れ　
い　

だ
。

❶❷

次
の
文
を
単
語
に
区
切
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。適
切
な
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

遠
く
の
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
。

ア

遠
く
の

ー

山
に

ー

ハ
イ
キ
ン
グ
に

ー

行
く
。

イ

遠
く

ー

の

ー

山
に

ー

ハ
イ
キ
ン
グ
に

ー

行
く
。

ウ

遠
く

ー

の

ー

山

ー

に

ー

ハ
イ
キ
ン
グ

ー

に

ー

行
く
。

⑵

今
日
は
運
の
い
い
日
だ
っ
た
。

ア

今
日

ー

は

ー

運

ー

の

ー

い
い
日

ー

だ

ー

っ
た
。

イ

今
日

ー

は

ー

運

ー

の

ー

い
い

ー

日

ー

だ
っ

ー

た
。

ウ

今
日
は

ー

運
の

ー

い
い
日

ー

だ
っ
た
。⑴

⑵

❸

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ

文
節
と
単
語
の
区
切
り
方
は
間ま

違ち
が

え
や
す
い
。
文

節
は
、
文
の
間
に「
ネ
」や「
ヨ
」を
入
れ
て
区
切

っ
て
み
よ
う
。
単
語
は
さ
ら
に
小
さ
な
単
位
だ
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部
は
、ど
ん
な
文
の
成
分
で
す
か
。適
切
な
も
の

を
あ
と
の
ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

父
は　

今
日
も　

会
社
に　

行
く
。

⑵

今
日
の　

妹
は　

と
て
も　

か
わ
い
い
。

⑶

い
え
い
え
、こ
ち
ら
こ
そ　

あ
り
が
と
う
。

ア

主
語

イ

修
飾
語　
　

ウ　
述
語

エ
接
続
語　
　

オ　
独
立
語

⑴

⑵

⑶

次
の
文
の
─
─
線
部
ア
～
ウ
は
連
文
節
に
な
っ
て
い
ま
す
。ア
～
ウ

の
中
か
ら
主
部
と
述
部
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
庭
の　

小
鳥
が
イ
か
わ
い
い　

声
で
ウ
鳴
い
て　
い
る
。

主
部

述
部

❶❷

例
に
な
ら
っ
て
、次
の
文
か
ら︻　
︼に
あ
た
る
文
の
成
分
を
探
し
、

─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。

例
︻
述
語
︼
私
が
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
こ
こ
で
す
。

⑴
︻
修
飾
語
︼
中
間
テ
ス
ト
が
今
日
返
っ
て
く
る
。

⑵
︻
述
語
︼あ
れ
は
、
母
が
昔
通
っ
て
い
た
学
校
で
す
。

⑶
︻
主
語
︼
私
も
そ
の
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
す
。

⑷
︻
接
続
語
︼い
い
よ
。で
も
、
今
回
だ
け
だ
よ
。

❸

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ

ま
ず
は
、主
語
と
述
語
が
ど
れ
な
の
か
を
と
ら
え

よ
う
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ら
を
修
飾
し
て
い
る
修

飾
語
を
と
ら
え
よ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
に
つ
い
て
、⑴
と
⑵
の
文
節
と
文
節
の
関
係
と
し
て
適
切
な

も
の
を
、あ
と
の
ア・イ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

鳥
が
高
く
飛
ん
だ
。

⑴
「
鳥
が
」と
「
飛
ん
だ
」

⑵
「
高
く
」と
「
飛
ん
だ
」

ア

主
語
・
述
語
の
関
係

イ

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

⑴

⑵

次
の
文
の
─
─
線
部
Ａ
～
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節
と
文
節
の
関
係
を
、

あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ａ
今
日
の
朝
食
は
Ｂ
パ
ン
と
サ
ラ
ダ
で
、パ
ン
は
Ｃ
焦こ

げ
て
い
た
。

ア

主
語
・
述
語
の
関
係

イ

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

ウ

並
立
の
関
係

エ
補
助
の
関
係

A

 

B

 

C

❶❷

次
の
文
は
、主
語・述
語
の
関
係
の
ど
の
型
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。

適
切
な
も
の
を
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え

な
さ
い
。

⑴

父
は　

会
社
員
だ
。

⑵

大
き
な　

ビ
ル
が　

あ
る
。

⑶

色
が　

美
し
い
。

⑷

私
は　

毎
日　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を　

す
る
。

ア
「
何
が（
は
）
ど
う
す
る
」　

イ
「
何
が（
は
）
ど
ん
な
だ
」

ウ
「
何
が（
は
）
何
だ
」

エ
「
何
が（
は
）あ
る
／
な
い
」

⑴

⑵

⑶

⑷

❸

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ

文
節
と
文
節
の
関
係
を
考
え
る
と
き
は
、
ま
ず

主
語
・
述
語
の
関
係
を
と
ら
え
よ
う
。
そ
れ
か
ら
、

主
語
や
述
語
に
か
か
る
修
飾
語
を
見
つ
け
よ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
品
詞
を
あ
と
の
ア
～
コ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

自
立
語
で
活
用
し
、
言
い
切
り
が「
い
」で
終
わ
る
語
。

⑵

付
属
語
で
活
用
す
る
語
。

⑶

自
立
語
で
活
用
せ
ず
、
連
体
修
飾
語
（
体
言
を
修
飾
す
る
語
）に

な
る
語
。

⑷

自
立
語
で
活
用
せ
ず
、
主
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
語
。

⑸

付
属
語
で
活
用
し
な
い
語
。

ア

動
詞
（
泣
く
）

イ

形
容
詞
（
美
し
い
）

ウ

形
容
動
詞
（
元
気
だ
）
エ　
名
詞
（
母
）

オ

副
詞
（
ま
だ
）

カ

連
体
詞
（
こ
の
本
）

キ

接
続
詞
（
し
か
し
）

ク　
感
動
詞
（
や
あ
）

ケ

助
動
詞
（
出
な
い
）

コ　
助
詞
（
私
は
）

⑴

⑵

⑶

⑷　
　
　
　

⑸

❶

次
の
文
の
─
─
線
部
Ａ
～
Ｈ
の
品
詞
名
を
あ
と
の
ア
～
コ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。た
だ
し
、
記
号
は
一
回
し
か

選
べ
ま
せ
ん
。

　

ぼ
く
の　

母
は　
Ｂ
料
理
が　
Ｃ
と
て
も
Ｄ
上
手
だ
。
Ｅ
そ
し
て
、

ぼ
く
に　

食
べ
た
い　

も
の
を　
Ｇ
聞
い
て
か
ら
、Ｈ
お
い
し
い　

ご
飯

を　

作
っ
て　

く
れ
る
。

ア

動
詞　
　

イ　
形
容
詞　

ウ　
形
容
動
詞　
エ　
名
詞

オ

副
詞　
　

カ　
連
体
詞　

キ　
接
続
詞　
　

ク　
感
動
詞

ケ

助
動
詞　

コ　
助
詞

A

 

B

 

C

 

D

E

 

F

 

G

 

H

❷
Ａ

F

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ

品
詞
分
類
は
、
ま
ず
自
立
語
か
付
属
語
か
を
確か

く

認に
ん

。
自
立
語
は
文
節
の
頭
か
単
独
で
文
節
を
作

り
、
付
属
語
は
自
立
語
の
あ
と
に
あ
る
よ
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部
ア
～
キ
か
ら
動
詞
を
す
べ
て
選
び
、記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア
母　

は　

車　
イ
を
ウ
降
り
る
エ
ま
で
オ
笑
う
カ
こ
と　

は

キ
な
か
っ
た
。

例
に
な
ら
っ
て
、次
の
文
中
の
動
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。︵　
︶

に
は
、動
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

例

毎
日
お
ふ
ろ
に
入
る
。（
１
）

⑴

弟
に
勉
強
を
教
え
る
。（
１
）

⑵

朝
起
き
る
と
、す
ぐ
に
新
聞
を
読
む
。（
２
）

⑶

お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
、ご
飯
は
食
べ
な
い
よ
。（
１
）

⑷

私
が
あ
っ
ち
に
行
く
か
ら
、こ
っ
ち
に
来
い
。（
２
）

❶❷

次
の
文
の
─
─
線
部
Ａ・Ｂ
の
動
詞
の
活
用
形
を
あ
と
の
ア
～
カ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。ま
た
、活
用
の
種
類
を

あ
と
の
ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

よ
くＡ
考
え
て
解
答
用
紙
に
答
え
をＢ
書
く
。

　
［
活
用
形
］

ア

未
然
形　
　

イ　
連
用
形　
　

ウ　
終
止
形

エ
連
体
形　
　

オ　
仮
定
形　
　

カ　
命
令
形

A

 

B

　
［
活
用
の
種
類
］

ア
五
段
活
用

イ

上
一
段
活
用

ウ

下
一
段
活
用

エ
カ
行
変
格
活
用

オ　
サ
行
変
格
活
用

A

 

B

❸

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ

動
詞
の
活
用
の
種
類
を
見
分
け
る
と
き
は
、「
な

い
」
を
つ
け
て
判
断
し
よ
う
。
ア
段
な
ら
五
段
、

イ
段
な
ら
上
一
段
、エ
段
な
ら
下
一
段
活
用
だ
！

とってもやさしい 中学国語  © Obunsha Co., Ltd. 2025



39

１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

次
の
ア
～
ク
の
中
か
ら
形
容
詞
と
形
容
動
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て

選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
き
れ
い
だ　
　

イ　
静
か
だ　
　
ウ　
な
い

エ
あ
る

オ

大
き
な

カ

白
い

キ

元
気
で
す　
ク　
暑
い

形
容
詞

形
容
動
詞

例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
文
中
の
形
容
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。

︵　
︶に
は
、形
容
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

例

父
は
い
つ
も
忙い

そ
が

し
い
。（
１
）

⑴

美
し
い
海
を
見
た
い
。（
１
）

⑵

故
郷
が
な
つ
か
し
く
な
る
。（
１
）

⑶

そ
の
犬
の
脚あ

し

は
細
く
、と
て
も
長
か
っ
た
。（
２
）

❶❷

次
の
文
の　
　
　
に
、﹁
豊
か
だ
﹂
と
い
う
形
容
動
詞
を
適
切
な
形

に
活
用
さ
せ
て
書
き
な
さ
い
。

⑴

そ
こ
は
自
然
が

う
。

⑵

暮
ら
し
が

な
る
。

⑶

人
生
経
験
が

老
人
。

⑷

心
が

ば
問
題
な
い
。

　

⑸　

彼か
の
じ
ょ女

は
表
情
が

。

❸

形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
の
単

語
が
同
じ
活
用
の
仕
方
を
す
る
の
で
、
活
用
表

ご
と
覚
え
よ
う
！

練
習
問
題

➡
解
答
は
別
冊
5
ペ
ー
ジ
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
名
詞
の
種
類
を
、あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号

で
答
え
な
さ
い
。

⑴

四
月　
　

⑵　

太
平
洋　
　

⑶　

日
本　
　

⑷　

あ
れ

⑸

人
間　
　

⑹　

あ
な
た

⑺

川

⑻

百
万

ア

普
通
名
詞　

イ　
固
有
名
詞　

ウ　
数
詞　
エ　
代
名
詞

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

例
に
な
ら
っ
て
、次
の
文
中
の
副
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。︵　
︶

に
は
、副
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

例

兄
は
起
き
る
の
が
と
て
も
早
い
。（
１
）

⑴

う
ち
で
飼
っ
て
い
る
犬
は
、
耳
が
か
な
り
大
き
い
。（
１
）

⑵

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
た
ら
、
少
し
遅お

く

れ
て
し
ま
っ
た
。（
２
）

❶❷

次
の
文
の
─
─
線
部
に
注
意
し
て
、
□
の
数
に
合
う
呼
応
の
副
詞

を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

□
□
ぼ
く
が
医
者
に
な
っ
た
ら
、病
人
を
一
人
で
も
多
く
助
け
た
い
。

⑵

た
く
さ
ん
の
人
々
が
、□
□
□
波
の
よ
う
に
押お

し
寄
せ
た
。

⑴

⑵

例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
文
中
の
連
体
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。

︵　
︶に
は
、連
体
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

例

村
に
小
さ
な
公
民
館
が
あ
る
。（
１
）

　

こ
の
計
画
を
必
ず
成
功
さ
せ
よ
う
と
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
人

材
を
集
め
た
。（
２
）

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
6
ペ
ー
ジ

副
詞
は
主
に
用
言（
動
詞・形
容
詞・形
容
動
詞
）

を
修
飾
し
、
連
体
詞
は
体
言（
名
詞
）
を
修
飾
す

る
、
と
覚
え
て
お
こ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部
ア
～
キ
か
ら
助
動
詞
を
三
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

　
ぼ
く
の
父
は
、元
ラ
グ
ビ
ー
選
手
で
す
。
今
は
選
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、

コ
ー
チ
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。　

先
週
の
日
曜
日
、

父
の
チ
ー
ム
の
応お

う

援え
ん

に
行
き
ま
し
た
。

例
に
な
ら
っ
て
、
次
の
文
中
の
助
動
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。

︵　
︶に
は
、助
動
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。　

例

毎
日
本
を
読
み
ま
す
。（
１
）

⑴

あ
な
た
に
聞
き
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
。（
１
）

⑵

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、す
ぐ
に
調
べ
よ
う
。（
２
）

⑶

明
日
は
、
今
日
よ
り
も
天
気
が
悪
い
ら
し
い
。（
１
）

❶

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

❷

次
の
文
の
─
─
線
部﹁
ら
れ
る
﹂と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も

の
を
、あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。

ア

友
だ
ち
に
助
け
ら
れ
る
。

イ

先
生
が
上
着
を
着
ら
れ
る
。

ウ

簡
単
に
答
え
ら
れ
る
。

エ
影え

い

響き
ょ
う

が
案
じ
ら
れ
る
。

次
の
文
の
─
─
線
部﹁
よ
う
だ
﹂と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も

の
を
、あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

彼
女
の
明
る
い
笑え

が
お顔

は
、
太
陽
の
よ
う
だ
。

ア

昨
夜
の
う
ち
に
雨
は
や
ん
だ
よ
う
だ
。

イ

彼か
れ

は
数
学
が
得
意
な
よ
う
だ
。

ウ
り
ん
ご
の
よ
う
な
真
っ
赤
な
ほ
っ
ぺ
た
。

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
6
ペ
ー
ジ

「
れ
る・
ら
れ
る
」
の
四
つ
の
意
味
、
受
け
身・
可

能
・
自
発
・
尊
敬
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

使
役
の
「
せ
る・さ
せ
る
」
も
覚
え
て
お
こ
う
！
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

例
に
な
ら
っ
て
、次
の
文
中
の
助
詞
に
─
─
線
を
引
き
な
さ
い
。︵　
︶

に
は
、助
詞
の
数
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。　

例

お
い
し
い
ミ
カ
ン
を
食
べ
て
、
満
足
だ
。（
２
）

⑴

こ
れ
は
私
の
母
か
ら
も
ら
っ
た
鏡
で
す
。（
３
）

⑵

そ
れ
く
ら
い
が
ま
ん
し
な
さ
い
よ
。（
２
）

⑶

本
当
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、よ
か
っ
た
ね
。（
４
）

⑷

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
新
聞
を
読
む
。（
３
）

❶

次
の
文
章
の
空く

う

欄ら
ん　

　
　
Ａ
～
Ｄ
に
あ
て
は
ま
る
助
詞
を
、
あ
と

の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ぼ
く
の
家
で
は
、
父　
　
　

母
の
方
が
、
帰
宅
す
る
時
間
が
遅お

そ

い
。

な
ぜ
な
ら
、
母　
　
　

病
院
で
看
護
師
を
し
て
い
て
、
夜
の
診し

ん

察さ
つ

が

す
べ
て
終
わ
っ
て　
　
　

家　
　
　

帰
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

ア
は　
　

イ　
よ
り　
　

ウ　
か
ら　
　
エ　
に

A

 

B

 

C

 

D

次
の
文
の
─
─
線
部
ア
～
オ
の
助
詞
か
ら
、
副
助
詞
と
接
続
助
詞

を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

お
菓か

子し

ば
か
り
食
べ
て
、ご
飯
を
食
べ
な
い
の
は
よ
く
な
い
よ
。

副
助
詞　
　
　
　

接
続
助
詞

❷

Ａ

BC

D

❸
ア

イ

ウ

エ

オ

➡
解
答
は
別
冊
6
ペ
ー
ジ

複
数
の
意
味
を
も
つ
助
詞
に
注
意
し
よ
う
。
格

助
詞
の「
の
」
は
、
四
つ
の
働
き
に
注
意
し
て
見

分
け
る
こ
と
！

助
詞
は
付
属
語
だ
か

ら
、
単
独
で
文
節
を
作

っ
た
り
、
文
節
の
頭
に

き
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
ん
だ
ね
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部﹁
な
い
﹂と
同
じ
性
質
の
も
の
を
あ
と
の
ア
～

ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

こ
こ
に
置
い
て
あ
っ
た
万
年
筆
が
な
い
。

ア

雨
が
降
っ
て
き
た
の
に
、
傘か

さ

も
レ
イ
ン
コ
ー
ト
も
な
い
。

イ

渋じ
ゅ
う

滞た
い

で
車
が
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。

ウ

暖
冬
の
た
め
、
今
年
は
雪
が
と
て
も
少
な
い
。

次
の
文
の
─
─
線
部﹁
だ
﹂と
同
じ
性
質
の
も
の
を
あ
と
の
ア
～
ウ

か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

全
力
で
走
る
の
は
二
年
ぶ
り
だ
。

ア

明
日
は
晴
れ
そ
う
だ
。

イ

今
日
は
日
曜
日
だ
。

ウ

夜
景
が
き
れ
い
だ
。

❶❷

次
の
文
の
─
─
線
部﹁
が
﹂と
同
じ
性
質
の﹁
が
﹂
が
使
わ
れ
て
い

る
文
を
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

今
日
は
暖
か
い
。
が
、
日ひ

陰か
げ

に
行
く
と
寒
い
。　

⑵

駅
ま
で
走
っ
た
が
、
電
車
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

⑶

友
人
と
一い

っ

緒し
ょ

に
、
犬
が
主
役
の
映
画
を
見
た
。

ア

笑
っ
て
い
る
が
、
本
当
は
腹
を
立
て
て
い
る
。

イ

母
が
風か

邪ぜ

を
ひ
い
た
よ
う
だ
。

ウ

電
車
は
急
に
止
ま
っ
た
。
が
、す
ぐ
に
動
き
出
し
た
。

⑴

⑵

⑶

❸

➡
解
答
は
別
冊
7
ペ
ー
ジ

「
な
い
」
は
、「
知
ら
な
い
」
→
「
知
ら
ぬ
」
の
よ
う

に
言
い
か
え
ら
れ
た
ら
助
動
詞
だ
よ
。

「
万
年
筆
が
／
な
い
」
と
、
単

独
で
文
節
を
作
っ
て
い
る
ね
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部
の
敬
語
が
、尊
敬
語
な
ら
Ａ
、謙
譲
語
な
ら
Ｂ
、

丁
寧
語
な
ら
Ｃ
と
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

本
日
、
当
店
は
お
休
み
で
す
。

⑵

あ
な
た
が
書
か
れ
た
お
手
紙
で
す
か
。

⑶

大
変
ご
迷め

い

惑わ
く

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

⑴

⑵

⑶

次
の
文
の
─
─
線
部
を
、︵　
︶の
言
い
方
を
用
い
て
、
⑴・
⑵
は
尊

敬
語
に
直
し
、⑶
は
謙
譲
語
に
直
し
な
さ
い
。　

⑴

校
長
先
生
が
教
室
に
来
る
。（
ら
れ
る
）

⑵

お
客
様
が
帰
る
。（
お
…
に
な
る
）

⑶

私
か
ら
先
生
に
渡わ

た

す
。（
お
…
す
る
）

❶❷

次
の
会
話
の
─
─
線
部
ア
～
ウ
か
ら
、敬
語
の
使
い
方
が
正
し
い
も

の
を
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

山
本
「
こ
ん
に
ち
は
。
先
日
は
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
お
話
し
に
来
て
く

だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
の
お
礼
に

お
伺
い
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
も
、
森
田
さ
ん
の
お

話
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。」

　

森
田
「
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」

　

山
本
「
こ
れ
が
、
そ
の
と
き
の
記
念
写
真
で
す
。
ど
う
ぞ
拝
見
し
て
く

だ
さ
い
。」

❸
ア

イ

ウ

➡
解
答
は
別
冊
7
ペ
ー
ジ

相
手
の
動
作
に
は
、
尊
敬
語（「
お（
ご
）…
に
な

る
」）
を
用
い
る
。
自
分
の
動
作
に
は
、
謙
譲
語

（「
お（
ご
）…
す
る
」）
を
用
い
る
。
尊
敬
語
と
謙

譲
語
を
混
同
せ
ず
に
覚
え
よ
う
！
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
─
─
線
部
を
、⑴
は
敬
体
に
、⑵
は
常
体
に
直
し
な
さ
い
。

⑴

私
は
い
つ
も
電
車
で
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
転
車
通

学
に
変
え
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

A

B

⑵

空
手
の
試
合
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
も
大
人
も
、

み
ん
な
道
着
を
着
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

A

B

次
の
文
は
ね
じ
れ
て
い
ま
す
。正
し
い
文
に
な
る
よ
う
に
、─
─
線

部
を
書
き
直
し
な
さ
い
。

⑴

私
の
趣し

ゅ

味み

は
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
山
道
を
走
り
ま
す
。

⑵

こ
の
車
の
持
ち
主
は
私
の
兄
の
車
で
す
。

❶

A

B

A

B

❷

次
の
文
が︵　
︶の
内
容
に
な
る
よ
う
に
、︱
︱
線
部
を
書
き
直
し

な
さ
い
。

小
さ
な
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
男
の
子
が
、
公
園
に
立
っ
て
い
る
。

　
（
小
さ
い
の
は
ボ
ー
ル
で
は
な
く
、
男
の
子
で
あ
る
。）

次
の
文
が︵　
︶の
内
容
に
な
る
よ
う
に
、
読
点︵
、︶
を
一
か
所
つ

け
加
え
な
さ
い
。

　

私
は
笑
い
な
が
ら
去
っ
て
い
く
友
人
を
見
送
っ
た
。

　
（
笑
っ
て
い
る
の
は
友
人
で
は
な
く「
私
」で
あ
る
。）

私
は
笑
い
な
が
ら
去
っ
て
い
く
友
人
を
見
送
っ
た
。

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
7
ペ
ー
ジ

主
語
と
述
語
が
合
っ
た
、
き
ち
ん
と
し
た
文
を
書

く
た
め
に
、常
に
主
語
は
何
か
を
考
え
て
、
文
を

書
こ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
⑴
～
⑺
の
読
み
方
を
現
代
か
な
づ
か
い
に
直
し
て
、す
べ
て
ひ

ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

⑴

あ
は
れ

⑵

こ
ゑ

⑶

ふ
ぢ

⑷

ゐ
る

⑸

に
ほ
ひ

⑹

を
か
し

⑺

け
ふ

「
け
ふ
」
は
「kehu

」
と
な
る
ね
。

「ehu

」
の
音
の
部
分
に
注
目
し

よ
う
。

❶

次
の
⑴
～
⑶
の
︱
線
部
の
読
み
方
を
現
代
か
な
づ
か
い
に
直
し
て
、

す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

⑴　

今
は
昔
、
竹た

け

取と
り

の
翁お

き
な

と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。

口
語
訳

今
で
は
も
う
昔
の
こ
と
だ
が
、
竹
取
の
翁
と
呼
ば
れ
る

者
が
い
た
。

⑵

野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け
り
。

口
語
訳

野
や
山
に
分
け
入
っ
て
竹
を
取
っ
て
は
、い
ろ
い
ろ
な

物
を
作
る
の
に
使
っ
て
い
た
。

⑶

あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

口
語
訳

妙み
ょ
う

に
心
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
。

❷

➡
解
答
は
別
冊
14
ペ
ー
ジ

歴
史
的
か
な
づ
か
い
で
は
、
語
頭
以
外
の
「
は・

ひ・ふ・へ・ほ
」
は
「
わ・い・う・え・お
」
に
直
す

と
覚
え
て
お
こ
う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の

︱
線
部﹁
の
﹂の
働
き
を
、あ
と
の
ア・イ
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

月
の
い
で
た
ら
む
夜
は
、
見
お
こ
せ
給た

ま

へ
。

口
語
訳
月
が
出
て
い
る
夜
は
、（
月
を
）
見
て
く
だ
さ
い
。

ア

主
語
を
示
す
。

イ　
「
の
」の
前
と
あ
と
の
部
分
が
同
じ
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

次
の
文
の
︱
線
部﹁
け
り
﹂は
、
過
去
の
意
味
を
表
し
ま
す
。こ

れ
を
ふ
ま
え
て
、文
全
体
を
現
代
語
に
直
し
な
さ
い
。

　

家
に
入
り
け
り
。

❶❷

次
の
文
の
空く

う

欄ら
ん

に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
あ
と
の
ア

～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

さ
め
ざ
め
と
ぞ
泣
き
ゐ　
　
　

。

口
語
訳
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
い
た
。

ア
た
り　
　

イ　
た
る　
　

ウ　
た
れ

次
の
文
の
口
語
訳
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ

選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

水
の
散
り
た
る
こ
そ
、を
か
し
け
れ
。

ア　
水
が
飛
び
散
る
の
は
、
趣

お
も
む
き

深ぶ
か

い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

イ

水
が
飛
び
散
る
の
は
、趣
深
い
の
だ
ろ
う
か
、い
や
趣
深
く
は
な
い
。

ウ

水
が
飛
び
散
る
の
は
、な
ん
と
も
趣
深
い
も
の
だ
。

❸❹

➡
解
答
は
別
冊
14
ペ
ー
ジ

係
り
結
び
は
、「
ぞ
・
な
む
・
こ
そ
」
が
強
調
、「
や
・

か
」
は
疑
問・反
語
の
意
味
を
表
し
て
い
る
よ
。

とってもやさしい 中学国語  © Obunsha Co., Ltd. 2025



95

１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
文
の
︱
︱
線
部
の
口
語
訳
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

れ
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

三
寸
ば
か
り
な
る
人
、い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。

ア
と
て
も
美
し
く
着き

飾か
ざ

っ
て
座す

わ

っ
て
い
る
。

イ
た
い
へ
ん
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
座
っ
て
い
る
。

ウ
た
い
そ
う
悲
し
そ
う
な
表
情
で
座
っ
て
い
る
。

　

⑵　

大お
ほ

社や
し
ろ

を
う
つ
し
て
、
め
で
た
く
つ
く
れ
り
。

ア

目
立
た
な
い
よ
う
に
つ
く
っ
て
あ
る
。

イ
み
ん
な
が
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
。

ウ
立
派
に
つ
く
っ
て
あ
る
。

⑶

夏
は
夜
。
月
の
こ
ろ
は
さ
ら
な
り
。

ア

月
が
出
て
い
る
と
き
は
そ
う
で
も
な
い
。

イ

月
が
出
て
い
る
と
き
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ウ

月
が
出
て
い
る
と
き
は
い
つ
も
よ
り
さ
ら
に
よ
い
。

❶

　

⑷　

折を
り

節ふ
し

の
移
り
変
は
る
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
あ
は
れ
な
れ
。

ア

何
事
に
つ
け
て
も
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

イ

何
事
に
つ
け
て
も
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。

ウ

何
事
に
つ
け
て
も
つ
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
る
。

月
の
異
名
に
つ
い
て
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴
「
神
無
月
」と
は
何
月
の
こ
と
で
す
か
。
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

⑵
「
九
月
」の
異
名
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

⑴

月　
　

⑵

❷

➡
解
答
は
別
冊
14
ペ
ー
ジ

「
い
と
」
や
「
あ
は
れ
な
り
」「
を
か
し
」
な
ど
、
よ

く
使
わ
れ
る
古
語
は
、
意
味
を
覚
え
て
お
こ
う
。

「
三
寸
」
は
、
約
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
古
文
と
口
語
訳
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

う
①

つ
く
し
き
も
の
。
瓜う

り

に
描か

き
た
る
児ち

ご

の
顔
。
雀す

ず
め

の
子
の
、
鼠ね

ず

鳴な

き

す
る
に
を

ア

ど
り
来
る
。
二
つ
三
つ
ば
か
り
な
る
児
の
、
急
ぎ
て

ひ
は

来

る
道
に
、
い
と
小
さ
き
塵ち

り

の
あ
り
け
る
を
、
目
ざ
と
に
見

②

つ
け
て
、
い

と
を
か
し
げ
な
る
指お

よ
び

に
と

イ

ら
へ
て
、
大
人
な
ど
に
見
せ
た
る
、
い
と
う

つ
く
し
。

（「
枕
草
子
」
よ
り
）

口
語
訳

。
瓜
に
描
い
た
幼
子
の
顔
。
雀
の
子
が
、（
人
が
）
ね
ず
み
の
鳴

き
声
を
ま
ね
し
て
み
せ
る
と
踊お

ど

る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
く
る
（
様
子
）。二
、

三
歳さ

い

く
ら
い
の
幼
子
が
、
急
い
で
っ
て
く
る
途と

中ち
ゅ
う

に
、
と
て
も
小
さ
な

ご
み
の
あ
っ
た
の
を
、
目
ざ
と
く
見
つ
け
て
、た
い
そ
う
愛
ら
し
い
指
に
つ

ま
ん
で
、
大
人
な
ど
に
見
せ
て
い
る
姿
は
、
実
に

。

⑴

　
　
線
部
ア・イ
の
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を
、
現
代
か
な
づ
か
い

に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

☝

90
ペ
ー
ジ
を
見
直
そ
う
！

アイ

❶

⑵

線
部
①
「
う
つ
く
し
き
も
の
」の
口
語
訳
と
し
て
適
切
な
も

の
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

☝

94
ペ
ー
ジ
を
見
直
そ
う
！

ア
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の

イ
き
れ
い
な
も
の

ウ
か
わ
い
ら
し
い
も
の

⑶

線
部
②
「
見
つ
け
て
」の
主
語
を
、
古
文
中
か
ら
十
字
で
抜ぬ

き
出
し
な
さ
い
。

⑷

文
章
中
に
、
作
者
が「
う
つ
く
し
き
も
の
」
と
し
て
挙
げ
た
も
の

は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

➡
解
答
は
別
冊
15
ペ
ー
ジ

主
語
は
だ
れ︵
何
︶
で
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の

か
を
、一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
読
ん
で
い
こ

う
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
和
歌
の
空く

う

欄ら
ん　

　
　

に
あ
て
は
ま
る
枕
詞
を
、
あ
と
の
ア
～

エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

⑴　
　

　

山
の
し
づ
く
に
妹い

も

待
つ
と
わ
が
立
ち
濡ぬ

れ
ぬ
山
の
し
づ
く

に

大お
ほ

津つ
の

皇み

子こ

　

⑵　
　
　
　

天あ
ま

の
香か

具ぐ

山や
ま

こ
の
夕ゆ

ふ

べ
霞か

す
み

た
な
び
く
春
立
つ
ら
し
も

作
者
不
明

ア
ひ
さ
か
た
の　
　

イ　
た
ら
ち
ね
の

ウ
あ
し
ひ
き
の　
　
エ　
く
さ
ま
く
ら

⑴

⑵

❶

次
の
和
歌
の
鑑か

ん

賞し
ょ
う

文ぶ
ん

を
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

⑴

思
ひ
つ
つ
寝ぬ

れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む
夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら

ま
し
を

小を

野の
の

小こ

町ま
ち

⑵

山
深
み
春
と
も
知
ら
ぬ
松
の
戸
に
た
え
だ
え
か
か
る
雪
の
玉た

ま

水み
づ

式し
よ
く

子し

内な
い

親し
ん

王わ
う

⑶

世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

在あ
り

原は
ら
の

業な
り

平ひ
ら

ア

恋
人
に
夢
の
中
で
会
え
た
う
れ
し
さ
と
、
寂
し
さ
と
を
よ
ん

だ
歌
。

イ

桜
の
花
に
心
を
奪う

ば

わ
れ
、
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
人
間
の
気
持
ち
を

よ
ん
だ
歌
。

　
　
　

ウ

奥お
く

深ぶ
か

い
山
の
中
で
感
じ
ら
れ
る
春
の
訪お

と
ず

れ
を
よ
ん
だ
歌
。

⑴

⑵

⑶

❷

➡
解
答
は
別
冊
15
ペ
ー
ジ

枕
詞
と
そ
れ
が
導
く
言
葉
の
う
ち
、た
ら
ち
ね
の

＋
母
、あ
し
ひ
き
の
＋
山
、ひ
さ
か
た
の
＋
光・天
、

く
さ
ま
く
ら
＋
旅
は
覚
え
て
お
こ
う
。

「
妹
」
は
、こ
こ
で
は
〝
恋こ

い

人び
と

〟
の
こ
と
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
訓
読
文
は
、ど
の
よ
う
な
順
番
で
読
め
ば
よ
い
で
す
か
。読
む

順
番
が
わ
か
る
よ
う
に
、
例
に
な
ら
っ
て
数
字
を
書
き
な
さ
い
。

例

登
レル

山
二

→
₂
レ

₁

⑴

思
ニフ

故
郷
一ヲ

二

一

　

⑵　

不ず

レ

覚
レエ

暁あ
か
つ
き

ヲ

レ

レ

⑶

遥は
る
か
ニ

見
ニル

人
家
一ヲ

二

一

返
り
点
が
つ
い
て
い
な
い
と
き
は
上
か

ら
順
に
読
み
、
返
り
点
が
つ
い
て
い
た

ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
読
ん
で
い
こ
う
。

❶

次
の
書
き
下
し
文
の
読
み
方
に
な
る
よ
う
に
、
例
に
な
ら
っ
て
返
り

点
を
つ
け
な
さ
い
。

例

山
に
登
る
。

登
ルレ

山
ニ

。

　

⑴　

霜し
も

天
に
満み

つ
。

霜
　
満
ツ

天
ニ

。

　

⑵　

悠い
う

然ぜ
ん

と
し
て
南な

ん

山ざ
ん

を
見
る
。

悠
　
然
ト
シ
テ

見
ル

南
　
山
ヲ

。

❷

➡
解
答
は
別
冊
15
ペ
ー
ジ

「
レ
点
」
は
す
ぐ
上
の
一
字
、「
一・
二
点
」
は
二
字

以
上
隔
て
て
返
っ
て
読
む
よ
。
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１
章　

漢
字
と
語
句

５
章　

随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句

３
章　

物
語
文

２
章　

文　

法

６
章　

古
文
・
漢
文

４
章　

説
明
文

練
習
問
題

次
の
漢
詩
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
絶
句
　
　
　
　
杜と

甫ほ

＊
江こ

う
ハ
＊
碧み

ど
り
ニ
シ
テ

鳥
ハ

逾い
よ
い
ヨ

白
ク

　
　
江
は
碧
に
し
て
鳥
は
逾
よ
白
く

山
ハ

青
ク
シ
テ

花
ハ

欲ほ
つ
ス

＊
然も

エ
ン
ト

　
山
は
青
く
し
て
花
は
然
え
ん
と
欲
す

今

春
＊
看み

す
み
ス

又ま
た

過
グ

　
　
今
春
看
す
又
過
ぐ

何い
づ
レ
ノ

日
カ

是こ

レ

帰

年
ナ
ラ
ン

　
何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん

　
＊
江
…
錦き

ん

江こ
う

と
い
う
川
。
　
　
＊
碧
…
濃こ

い
緑
。

　
＊
然
…
燃
え
出
す
。
花
が
真
っ
赤
に
咲さ

く
さ
ま
。

　
＊
看
…
み
る
み
る
間
に
。

⑴

漢
詩
の
形
式
を
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
五
言
絶
句　
　

イ　
七
言
絶
句

ウ

五
言
律
詩　
　
エ　
七
言
律
詩

❶

⑵

線
部
に
、
書
き
下
し
文
の
読
み
方
に
な
る
よ
う
に
、
返
り
点

を
つ
け
な
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

☝

100
ペ
ー
ジ
を
見
直
そ
う
！

⑶

対
句
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
何
句
と
第
何
句
で
す
か
。
漢
数
字

で
答
え
な
さ
い
。

第　
　
　

句
と
第　
　
　

句

⑷

漢
詩
の
作
者
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら
一つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

親
子
の
愛
情

イ

世
の
は
か
な
さ

ウ
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

➡
解
答
は
別
冊
16
ペ
ー
ジ

漢
詩
の
形
式
は
、
五
言
と
七
言
の
絶
句
と
律
詩

に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
こ
う
。

花
ハ

　
欲
ス

　
然
エ
ン
ト

書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
似
た
形

に
な
っ
て
い
る
二
つ
の
句
を
探
そ
う
。
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